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本日のお話の展開・・・

飯山市の市町村管理構想の紹介

取組みのきっかけ、進め方、策定した市町村管理構想の概要、取組みの意義・感想

Chapter１. 飯山市概況と市土に関わる取組み

Chapter２. 市土に関する計画
－飯山市第３次国土利用計画－

Chapter３. 市土に関する管理構想
－国土管理構想飯山市計画（国土交通省モデル事業）－
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Chapter１. 飯山市概況と市土に関わる取組み
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１－１. 飯山市概況
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▲高社山

黒岩山から高社山を望む
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市土に関する利用計画
（飯山市第３次国土利用計画）

都市計画、立地適正化計画

農業振興地域整備計画

森林整備計画

１－２市土に関わる取組み.

１－２.市土に関わる取組み

即する

飯山市第６次総合計画

即する

市土に関する管理計画
（国土管理構想飯山市計画）

令和５(2023)年３月 令和６(2024)年３月

飯山市第６次総合計画では、「飯山郷創～世界にひらく里山の未来～」の実現に向けて、唯一無二の「世界に
誇れる里山、世界中から訪れたくなる里山」づくりのため、美しい自然環境を守りクリエイトするまちを基本目
標に、地域特性を活かした市土(しど)利用を掲げております。
飯山市の自然・文化、田園の中をゆったりと流れる千曲川、それらを包み込む周囲の山々、これらはかけがえの
ない資源であり、市民生活や生産活動すべての基盤として成り立っています。この大切な財産である土地を保全し
、計画的かつ有効に自然と調和のとれた利用と管理をしなければなりません。

５

個別規制法に基づく諸計画

令和８(2026)年３月

即する



上記課題に対応すべく、「① 市土(しど)利用」の基本的な方針を定め、その実行計画

として「②市土(しど)管理」の基本的な方針も定めています。

この２つの計画を基に、市域全体の土地の保全と適正な利用・管理に当たります。

① 市土利用：将来土地利用の方向性を示す

② 市土管理：管理レベルを見える化

６



２市土に関する計画－飯山市第３次国土利用計画－Chapter .

Chapter２. 市土に関する計画 －飯山市第３次国土利用計画－

■第１章．市土の利用に関する基本構想■

７



飯山市土の利用計画図

市域を、中心部の「まち」・中間部の「里」・外郭部の「山」の３地域に区分設定
し、それぞれの特性に応じた土地利用を推進します。

８

■ ■第２章．市土の利用区分ごとの規模の目標及びその地域別の概要

■第２章．市土の利用区分ごとの規模の目標及びその地域別の概要■



■ ■第３章．第２章で掲げる事項を達成するために必要な措置の概要

■第３章．第２章で掲げる事項を達成するために必要な措置の概要■

９

市民的経営の推進
国土管理構想・地域管理構想



１０

■ ■第４章．持続可能な飯山市の土地利用のための５つの重点取組

■第４章．持続可能な飯山市の土地利用のための５つの重点取組■

（飯山市が独自で追加した章立て）

本計画の策定過程において議論が集中した事柄や、飯山市の喫緊の課題をもとに、重点的
に取り組む５つの方針を掲げます。

【重点取組Ⅰ】 国際化時代の土地利用への対応

【重点取組Ⅱ】 空き地・空き屋増加地域への対応

【重点取組Ⅲ】 農業担い手不足問題と農業生産促進への対応

【重点取組Ⅳ】 高齢化率の高い地域への対応

【重点取組Ⅴ】 クマなどの獣害対策への対応



■ ■飯山市土地利用構想図

■飯山市土地利用構想図■
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３市土に関する管理構想Chapter .

Chapter３.市土に関する管理構想

ー国土管理構想飯山市計画（モデル事業）ー

■国土管理構想市町村計画（モデル事業）取り組みへのキッカケ■

１２



１３

■ ■第１章市土管理に関する現状分析と課題抽出.

■第１章.市土管理に関する現状分析と課題抽出■

■第２章.市土利用・管理に関する基本構想■



※Want-Can-Shouldの視点から、フロー図を組立て、土地の区分と管理方針を整理。

農地の管理方針

フローによる区分 管理の水準と区分、管理方針

■ ■第３章管理の視点からの土地の区分と管理方針.

■第３章.管理の視点からの土地の区分と管理方針■

「４カテゴリー・７ゾーン」に分類

（※１）生産機能維持の必要性が低いかどうかで評価
（※２）課題とは、農業後継者の確保、農業経営体の組織化または存続、
基盤再整備（大規模化）、地形的管理のしやすさなどが挙げられる。

１４



１５

～土地の管理レベルを見える化～ 農地管理構想図（個別図）

～土地の管理レベルを見える化～

農地管理構想図（個別図）



「４カテゴリー・５ゾーン」に分類

（※１）木材生産機能（林業経営）、水源涵養機能（市民生活の維
持）、自然・観光・経済的資源

１６

※Want-Can-Shouldの視点から、フロー図を組立て、土地の区分と管理方針を整理。

森林の管理方針

フローによる区分 管理の水準と区分、管理方針



１７

～土地の管理レベルを見える化～

森林管理構想図（個別図）

１７



集落の管理方針

集落の管理方針

区分設定の考え方 管理の水準と区分、管理方針

◯飯山市まちづくり基本計画で設定している
「中心ゾーン」・・飯山駅周辺市街地
「北部ゾーン」・・戸狩野沢温泉駅周辺
「生活ゾーン」・・上記以外
を基本に、それぞれの実情に合わせて、適
切な集落の維持管理を進める。
（小さな拠点）

◯都市機能や生活の利便性が一定程度確保さ
れているエリアを設定し、空き家対策や災害
等へのリスク対応管理を進める。

１８



１９

～土地の管理レベルを見える化～

集落管理構想図（個別図）



飯山市土の管理構想図

１８

～土地の管理レベルを見える化～

飯山市土の管理構想図 （統合図）

・農地、森林、集落の土地の細かい区分をわかり

やすく示すため、３つの個別図とそれらを統合した

管理構想図（統合図）の２段階で作成。

・鳥獣被害対策のために整備する緩衝帯を

農地、森林、集落の各区分と調整し構想図

で可視化する。

２０



２１

■ ■第４章市土の計画における５つの重点取組への対応.

■第４章.市土の計画における５つの重点取組への対応■



■ ■第５章構想の実現に向けて.

■第５章.構想の実現に向けて■

２２



■ ■取り組んだことへの意義・感想

■取り組んだことへの意義・感想■

２３



参考．飯山市土の持続可能なまちづくりに向けて

参考．飯山市土の持続可能なまちづくりに向けて

豊かな環境づくりを住民総参加により推進することにより、自然と人とが共生し、環境への
負荷の少ない持続的に発展することができる郷土を築き、もって現在および将来の住民生活の
健全な発展に寄与することを目的に多分野が連携し循環を促す。

人材育成

環境や景観保全のための資金調達（宿泊税・森林税含む）
健康寿命延伸と社会保障給付費の抑制効果
観光による経済効果と環境の持続可能性を両立

ウェルネス・ウェルビーイング
（心身の健康と幸福）を実現

豊かな環境づくり
持続的に発展する
ことのできる郷土

サステナブルツーリズム
エコツーリズム
ウェルネスツーリズムの展開

生物多様性、森林涵養機能保全、脱炭素推進・・・

自然景観、建物景観、再エネ調和・・・

住民総参加

７つの「カ行」をまわす！
各々の分野が相互連携し循環する
ことで持続可能な地域が実現！

２４



Ⅰ※参考１．ルールづくりの取組み（斑尾高原）　　重点取組

参考１．ルールづくりの取組み（斑尾高原） ※重点取組Ⅰ

地方自治法まちづくり条例を検討中

都市計画の定めがないエリア

２５



「いいやま里山と再生可能エネルギー施設等の調和に関する条例（仮）」 調査中

周囲の森林との違和感。斜面の崩落（兵庫県姫路市）

【条例の創設のポイント】

① 「ゼロカーボン推進」と「地域環境の保全」を両立させたものとする。

② 太陽光発電施設に特化せず、「再エネ関連施設全般を対象」※１とする。

③ もしもに備え「供託金を市が預かる」※２しくみとする。

※１ 再エネ関連施設全般とは、太陽光・水力・風力・地熱発電所 および 蓄電所などをいう。

※２ 供託金を市が預かるとは、国の制度（廃棄等費用積立制度）に並行して、事業者が倒産したり、無責任な管理による景観や環境破壊、災害時の
即時対応・廃棄など地域の実情に合わせて確実に実施させることを目的に事業者から供託金を預かります。

【背景】

■飯山市土（里地里山）の保全 → 高齢化により管理できない農地や森林が増え、相続人も管理できず手放す現状があ
る。これに伴い再エネを目的とした企業による農地森林の買収が増加する可能性も

あることから、きめ細やかな地域の実情に合った乱開発防止対策を図る必要がある。

■保証金の義務付けによる担保 → 斑尾高原（希望湖西側妙高地籍）では破損した太陽光発電施設が放置されている 
状況にある。事業者は二転三転と変わっており、地元からは有害物質の流失や観光
地の景観破壊などに不安視する声が上がっている。このような状況の中で2025年 6
月に希望湖北側（大川地籍）に新たな太陽光発電施設が計画され、長野県条例に
基づいて説明会が行われたが、事業に対する不信感から地元は反対を表明している。

【制度の現状】

■「長野県地域と調和した太陽光発電事業の推進に関する条例」 → 特定区域内（審査・許可）・特定区域外（届出）

■長野県内の「太陽光発電施設設置維持に関する条例」制定状況※ → 77市町村のうち43市町村が制定済（主に中南信地域）

参考２ルールづくりの取組み（再エネ施設）.

参考２. ルールづくりの取組み（再エネ施設）

２６



参考３市民協働による取組み（公共空間景観コミュニティ教育）. × × ×

参考３.市民協働による取組み（公共空間×景観×コミュニティ×教育）

２７



フラワーロード事業はなのまちづくり大作戦実施！
（令和８年６月１４日（日）午前６時一斉植栽）

フラワーロード事業 はなのまちづくり大作戦実施！
（令和８年６月１４日（日）午前６時 一斉植栽）

参加６０団体・・・12区(自治会),16企業団体,8校(小中高),12公共施設

今年は暮らしに近い場所や勤務施設での植栽により“Ｍｙ花壇”意識が高まったと思われます。
当課では、９月下旬まで参加者のみなさまと花の生育管理を行なってまいります。
秋には振返りアンケートを実施し、来年度へ向けての改善点等を整理し本事業を推進していきたい。

２８



参考４市民協働による取組み（森林観光教育環境景観）. × × × ×

参考４.市民協働による取組み（森林×観光×教育×環境×景観）

２９



参考５市民協働による取組み（農地景観観光経済コミュニティ教育）. × × × × ×

参考５.市民協働による取組み（農地×景観×観光×経済×コミュニティ×教育）

３０



参考６市民協働による取組み（農地教育観光環境景観）. × × × ×

参考６.市民協働による取組み（農地×教育×観光×環境×景観）

３１


	スライド 1: 令和８年度市町村・地域管理構想講習会　入門編
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6: １－２.市土に関わる取組み
	スライド 7
	スライド 8: Chapter２. 市土に関する計画 －飯山市第３次国土利用計画－
	スライド 9: ■第２章．市土の利用区分ごとの規模の目標及びその地域別の概要■
	スライド 10: ■第３章．第２章で掲げる事項を達成するために必要な措置の概要■
	スライド 11: ■第４章．持続可能な飯山市の土地利用のための５つの重点取組■
	スライド 12: ■飯山市土地利用構想図■
	スライド 13: Chapter３.市土に関する管理構想
	スライド 14: ■第１章.市土管理に関する現状分析と課題抽出■
	スライド 15: ■第３章.管理の視点からの土地の区分と管理方針■
	スライド 16: ～土地の管理レベルを見える化～ 農地管理構想図（個別図）
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19: 集落の管理方針
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22: ■第４章.市土の計画における５つの重点取組への対応■
	スライド 23: ■第５章.構想の実現に向けて■
	スライド 24: ■取り組んだことへの意義・感想■
	スライド 25: 参考．飯山市土の持続可能なまちづくりに向けて
	スライド 26: 参考１．ルールづくりの取組み（斑尾高原）　　※重点取組Ⅰ
	スライド 27: 参考２. ルールづくりの取組み（再エネ施設）
	スライド 28: 参考３.市民協働による取組み（公共空間×景観×コミュニティ×教育）
	スライド 29: フラワーロード事業 はなのまちづくり大作戦実施！ （令和８年６月１４日（日）午前６時 一斉植栽）
	スライド 30: 参考４.市民協働による取組み（森林×観光×教育×環境×景観）
	スライド 31: 参考５.市民協働による取組み（農地×景観×観光×経済×コミュニティ×教育）
	スライド 32: 参考６.市民協働による取組み（農地×教育×観光×環境×景観）

